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要旨　国際教育分野では長年定評のあるアルク社によって、2015 年に発行された本書は、
グローバル教育に関する多様な視点が提供されているという点で価値のある報告書であ
る。中でも第 I 部にある、国際バカロレアの実践や各種海外留学プログラムの実施など、
高校や大学による具体的で貴重な事例報告は白眉であり、研究者としても得るものが多い。
その反面、「４つの文化コード」に代表されるように、残念ながら日本人の日本人による
日本人のためのグローバル教育という議論に留まっている印象が拭えない。そうした否定
的な側面を払拭するための、海外の識者による論考が皆無である点にも不満が残る。また、
第 II 部で取り上げられた「社会人の英語使用実態調査」は大変興味深いデータを提供し
てくれるが、やや表層的であり、さらに深く掘り下げて分析することも可能だと思われる。
１．本書の概要と構成
　東京都杉並区に本社を置くアルク社は、その創立以来、「ヒアリングマラソン」に代表
される外国語教育や、日本人の海外留学支援を早くから手がけてきた、いわばわが国にお
ける国際教育分野の草分け的な出版社である。本書はいわゆる学術書・専門書でこそない
が、当該分野で定評のあるアルク社が、綿密な取材をもとに書き上げた第一級の報告書で
ある。目指したものはグローバル教育に関する現状報告と幅広い問題提起であり、具体的
な内容と構成は以下のようになっている。目次を概観するだけで、本書が扱う問題の多様
性が理解できるであろう。
I部　グローバル教育を考える
I-1　グローバル教育とは
01 「グローバル」と「国際」は何がどう違うのか /　02　グローバル社会においては「日本人」
であることに価値がある /　03　海外の人に本物を届けたい！　お味噌屋さんのグローバル展
開 /　04　「顔が見える日本」のためにももっと国際機関で活躍する人材を /　05　グローバル
人材に必要な資質や能力とは何か /　06　グローバル教育最前線①「文化コード」で世界を俯
瞰する /　07　グローバル教育最前線②マトリックスで考えよう /　08　日本にも公用語が必
要になる時代が来た
I-2　日本の教育の課題
01　日本の教育の何がそんなに問題なの？ /　02　グローバル教育の起爆剤　国際バカロレア
（IB）/　03　「日本版 IB」導入で教育の何が変わるのか /　04　名門中高も乗り出す海外進学　
正念場を迎えた日本の大学 /　05　大学の生き残りをかけたグローバル人材育成プログラム /　
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06　大学のグローバル戦略①東大　グローバルキャンパスへの挑戦 /　07　大学のグローバル
戦略② SGUとしての明治大学の取り組み /　08　大学のグローバル戦略③今、英語教育に求
められるもの /　09　多様性の理解を促進させるリベラルアーツ教育が熱い /　10　高等教育
に変革を起こす無料オンライン講座「MOOC」
I-3　語学教育と大学入試
01　英語教育改革の実効性　真の成果をもたらすために /　02　小学校英語のゆくえ　賛否を
超えて意識すべきこと /　03　幼稚園に見る未就学児からの英語教育 /　04　大学入試の英語
が変われば中学・高校の英語も変わる /　05　教育改革に拍車をかける「英語４技能試験」の
活用 /　06　CAN-DOリストと CEFR　生涯学習時代の語学支援ツール /　07　「CAN-DO」に
よる新しい日本語教育
II部　グローバル社会で通用する英語
II-1　「社会人の英語使用実態調査」の目的
英語を使って仕事をしている日本人の英語使用の実態を明らかにする
II-2　「社会人の英語使用実態調査」の結果
01　英語を仕事で使う社会人の多くは、一定の不自由さを抱えながらも英語を使っている /　
02　仕事で英語を使っているのは、「技術」「企画」「総務」など内勤系の人 /　03　英語を使っ
ている人は「製造業」に就いている人が多い /　04　スコアに関わりなく、「メールを書く」「電
話で話す」ことが圧倒的に多い /　05　英語を使う仕事の相手は必ずしもネイティブスピー
カーとは限らない /　06　仕事で英語を使う人の多くは、国内でのみ学習してきた /　07　仕
事で英語を使う人の 9割近くが英語学習を継続 /　08　世間のイメージと実態のギャップはど
こに？ /　09　日本人にとって有用な「仕事の英語 CAN-DO List」を開発、提示する
２．本書が提供する積極的な価値
　本書の価値はまず、提供されるその多様な視点にある。まず、起承転結の「起」に当た
る I-1では、海外で今活躍する様々な日本人がグローバル人材の実例として活写され、現
状の問題点も同時に炙り出される。そのうち、究極のグローバル人材は国連職員をはじめ
とする国際機関の職員であろう。当該分野では質の点で日本人の評判が良いにも関わらず、
量の点では明らかに少なく、期待に応えられていない残念な現状がデータと共に明らかに
されている。
　続く「承」に当たる I-2は、本書で最も情報量豊かな構成となっており、国内の大学を
中心とした多様なグローバル人材育成の試みが現在進行形で余すところなく紹介されてい
る。ただし、各大学によるこうした短期の試みは、掲載直後には大きな情報的価値を有す
る反面、決して永遠に続くものではない。そのため、情報としては得てして古くなりがち
であり、読者としてはその点を割り引いて受け取らねばなるまい。
　むしろ、大学の事例中心の I-2で例外的に紹介されている中等教育段階での新たな動き、
すなわち国際バカロレア（IB）とその国内応用編である日本版 IBの普及についての報告は、
一般にはまだ余り知られていないこともあり、文科省が掲げる国内 200校という目標が達
成されるまでの間は、大いに参考になるだろうと予想する。
　I-3は「転」に当たり、初等・中等教育における注目の試みについて、英語教育を中心
に幅広く取材した内容が紹介されている。「大学入試の英語が変われば中学・高校の英語
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も変わる」（本書 116頁）はその通りであろう。政府・文科省による英語教育の改革につ
いて、本書はどちらかというと肯定的に評価している印象があるが、比較のため、逆に政
策に批判的な立場からの論考（例えば鳥飼玖美子著『英語教育の危機』ちくま新書、2018
年刊）も併せ読むことで複眼的な思考が可能になるだろう。
　後半の第 II部「グローバル社会で通用する英語」では、社会人の英語使用実態調査の
目的及び結果が紹介されている。この章は順天堂大学の教員・小泉利恵による執筆であり、
詳細なデータ及びその分析は疑いなく学術的な価値を持つ。
　まず、「仕事で英語を使う人」の実態が、目次を見るだけで難しいことを抜きにおおよ
そ理解できるという表示スタイルが素晴らしい。一言で述べれば、実態とそれに対する一
般のイメージが多くの局面で乖離しているというのが小泉の主張であり、提示されたデー
タを見る限りその分析は正しいと思われる。
　ただ、目次を見るだけで全てわかったようなつもりになることは危険であるし、せっか
くのデータを無駄にすることにもつながるだろう。例えば、「05　英語を使う仕事の相手
は必ずしもネイティブスピーカーとは限らない」のは確かなのだが、こうした発見のみを
もとに、だから英語はブロークンで良いのだという結論を導き出すのは誤りである。なぜ
なら、本書 168頁のデータでは、TOEICスコアが 465以下の人たちも、67.2%は仕事でネ
イティブと英語を話すのだから。
３．本書の課題
　他方、課題とてなくはない。例えばそのひとつは、本書が日本人の日本人による日本人
のためのグローバル教育本になってしまっていることである。内向きと言ってもよい。日
本語による出版は認めるとしても、近年、多くの読者は日本式の国際化や日本人のみが提
唱する（ややガラパゴス的な独善的）グローバル化の弊害と嘘臭さに気づき始めている。
アルクほどの出版社であれば、日本人以外の有識者に取材するという選択肢はなかったの
だろうかと疑問に思う。
　例えばある日本人が、グローバル教育に必要なのは「常に自国を中心に、あるいは自国
から見た視点で、他国との関係を考える」異文化理解ではなく、「地球全体を俯瞰」する
ことが大事（本書 30頁）と言っているが、果たして日本人以外も同じ意見だろうか。著
者が作成したという「４つの文化コード」（同頁）も大変参考にはなるものの、そもそも
日本人特有の独善的な基準によるものではないのだろうか。本書ではそこが必ずしも判然
としない。
　二つ目の課題は、本書の叙述スタイルがいわゆる「広く浅く」になっており、結果とし
てその内容が極めて網羅的だということである。突っ込み不足、分析不足と言い換えても
良い。いわば、扱う問題が多様であるという本書の長所が、そのまま欠点にもなっている
ということである。
　分析不足という欠点は調査データの扱いについても当てはまる。例えば、前項で紹介し
た本書 168頁のデータをよく見れば、「英語を使う仕事の相手は必ずしもネイティブスピー
カーとは限らない」こと以外の発見もある。TOEICスコアが「470-595」「600-725」「730-855」
点の中級者が仕事上、電話で英語を話す相手がネイティブだという割合は３つのコーホー
トのいずれも 75%付近に止まっているのに比べ、「860以上」の上級者は 85%とより高い
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数値を示しており、さらに科学的な知見を得るために仮説検定を行えば、両者の差の統計
的有意性が判断できるはずである。小泉はこうした点について、本書の中では細かく深い
分析を行っていないので、今後より詳細な分析がなされることを期待したい。
　三つ目の課題は、上述のように本書第 I部では各方面への精力的な取材によって「起承
転」までは示されるものの、最後の締めとなる肝心の「結」に相当する部分がないことで
ある。グローバル教育を「考える」という、本書の能動的なタイトルからすれば、「起承転」
で様々な現状が示されるのみという構成はいささか不十分であろう。
　本来であれば第 II部が「結」の役割を果たさねばならないはずだが、現実の内容はこ
れまでの議論とは脈絡を少し異にしたものであり、興味深い内容であるとはいえ、英語に
関するある特定の調査を紹介したに過ぎない。
　そうではなく、例えば「社会人の英語使用実態調査」は単に巻末の参考資料とし、第 II
部は内外の有識者による座談会あるいはコメントの紹介といった形式にして、本書第 I部
で示された様々な現状をもとに、グローバル教育に関する真にグローバルな考察を深める
内容にすれば、より首尾一貫した稀有な一冊に仕上がったのではなかろうか。「起承転」
の内容が素晴らしいだけに、画竜点睛を欠いたことが惜しまれてならない。より一層精緻
な構成を持つ、挑戦的な続編を期待する。
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